
～時代の変革期に備える予算～

令和５年度
美濃市当初予算の概要



美濃市第６次総合計画
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市民と共に創るまち

一人ひとりが挑戦 夢かなえるまち

１.健康でうるおいのあるまち

２.子どもたちが誇りに思う輝くまち

３.魅力と活力あふれるまち

４.安全・安心なまち

４つの基本目標

将来都市像

基本理念



当初予算の総額

一般会計 対前年度比
総 額 対前年度比

1億2,500万円の増
6億4,663万円の増

一般会計
特別会計
企業会計

100億 円（ 1.3％増）
52億3,964万円（19.1％減）

57億3,362万円（44.2％増）

合 計 209億7,326万円（ 3.2％増）

1



政策の４つの柱

１.子育て世代に優しいまちづくり

２.一人ひとりが健康に暮らせるまちづくり

３.新たな人の流れが生まれるまちづくり

４.安心して住み続けられるまちづくり

令和５年度 当初予算のテーマ

「時代の変革期に備える予算」
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【新】 ３歳未満児保育の利用者への支援

【新】 保育士人材確保支援（保育士一人あたり月額給与5,000円支給）

【新】 出産・子育て支援（妊娠・出産時に5万円相当支給）

【新】 バス置き去り防止の安全装置設置への補助

【新】 未来学校チャレンジ事業（新たな教育活動への支援）

【新】 専門医と連携した不登校対策

● 福祉医療助成（乳幼児～高校生、母子、父子家庭等）事業

● 学校給食費補助

● 小中学校非常勤講師の配置（少人数指導、特別支援員等）

※AET・ALTの英語指導助手を配置

● 未来を担う子ども体験事業

● 学校・家庭・地域が連携した子どもの居場所づくり

● 岐阜バス高速名古屋線通学定期乗車券購入を支援

３，９９２万円

３９０万円

１，５４８万円

１６２万円

１００万円

５３万円

１億９，６９３万円

１，２５０万円

７，０８７万円

６２０万円

１８９万円

５０万円

子育て・教育

１．子育て世代に優しいまちづくり

3



２．一人ひとりが健康に暮らせるまちづくり

【新】 心の健康増進のためのクラシックコンサートを定期開催

【新】 糖尿病性腎症重症化予防対策

【拡】 人間ドック受診費用の助成（新たに４０歳・４５歳を対象者に追加）

● 健康年齢の向上

● 予防接種事業（インフルエンザ、四種混合、小児肺炎球菌等）

● 健康文化交流センターの運営

● 総合フェア（産業祭・健康フェア・防災フェア）の開催

● フレイル予防対策支援

● 縁側コミュニティ事業の推進

● 障害福祉支援（障がい児通所支援）

４００万円

２３８万円

１，７６０万円

２，１６２万円

４，８１０万円

４，９５０万円

２，５６３万円

２，２３２万円

９６万円

５，９０６万円

健康・福祉
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【新】 保育園留学事業

【新】 洲原ひまわりの里整備事業

【拡】 地域活性化起業人による地域活性化

● 林業に就業する方への移住支援金の交付

● ツアー・オブ・ジャパン美濃ステージの開催

● 民間活力創生事業（第６次産業化、買い物弱者対策支援等）

● 本美濃紙無形文化遺産伝承補助

● 伝統的建造物群保存地区内の家屋修理・修景の助成

● 県指定文化財（真木倉神社・大矢田ひんここ収蔵庫等）の修理

● 地域おこし協力隊員による地域活性化

● 新婚世帯の家賃支援

３３０万円

２，３８７万円

１，３７６万円

６０万円

１，１００万円

２，５０８万円

６００万円

１，６０６万円

９８０万円

２，５４５万円

４５０万円

観光・文化・産業・移住

３．新たな人の流れが生まれるまちづくり
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【新】 ドローンを使った河川美化対策事業

【新】 美濃市公式YouTubeによる地域情報番組を開始

【拡】 消防団の運営支援（団員報酬の増額）

【拡】 空き家除却支援

● 地域活動団体などへの支援（地域の絆づくり事業）

● 土地区画整理事業（生櫛、大矢田・極楽寺他）

● のり愛くん、自主運行バス（牧谷線）、長良川鉄道の適正運行

● 道路整備、橋梁長寿命化修繕等

● 森林経営管理事業

● ライフライン保全事業（倒木による停電等を防ぐための立木伐採）

２７６万円

２００万円

２，４３６万円

８５０万円

６７０万円

２，５２０万円

１億３，３４４万円

２億７，１１７万円

２，２７９万円

５１５万円

４．安心して住み続けられるまちづくり

住環境・防災
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【新】 ドローンを使った河川美化対策事業＜再掲＞ ２７６万円

ＳＤＧｓ・カーボンニュートラル・ＤＸの推進

ＳＤＧｓ

・地球規模の課題に対応するため、昨年６月に各協議会を官民連携で設立

・昨年８～９月に開催した研修会を踏まえ、各協議会において推進計画の素案を検討

・本年９月に各推進計画を策定予定

・関連する事業の一部を令和５年度に先行実施

カーボンニュートラル

【新】 美濃会館改築整備事業（太陽光発電による環境負荷の低減） １億４，３５５万円

ＤＸ

【新】 地域活性化起業人による地域活性化（ＤＸ推進）＜再掲＞ １，３７６万円の一部

【新】 ＬＩＮＥ配信の機能強化、ＡＩ議事録作成等 ２７４万円
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記念すべき２０２４年に向けて

◯２０２４年（令和６年）は、様々な周年記念等を迎える年となるため、前年にあたる令和5年度

から、開催に向けた準備を着実に進める

・市制７０周年

・本美濃紙 ユネスコ無形文化遺産登録１０周年

・美濃和紙の里会館 開館３０周年

・金森長近公 生誕５００年

・「清流の国ぎふ」文化祭２０２４（第３９回国民文化祭、第２４回全国障害者芸術・文化祭）

２０２４年の周年記念事業等

新しい学校教育を目指して

◯昨今の学校教育を取り巻く環境の変化に対応するため、下記の重点事項を進める

・市内中学校のよりよい制服の導入推進

・適正な学校環境の在り方の検討

重点事項
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